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宮 前 消 防 署 の あ ゆ み 
昭和１５年１２月  神奈川県川崎消防署を設置し、併せて高津出張所を開設した。 
昭和１８年１２月  神奈川県川崎消防署中原出張所の消防署昇格に伴い、中原消防署高

津出張所と改称した。 
昭和２２年１０月    消防団令の公布に伴い、高津消防団を設置した。 
昭和２３年 ３月  消防組織法の施行に伴い、官設消防が市移管となり、川崎市消防本

部を設置した。 
昭和３４年 ８月    川崎市の機構改革により、消防本部を消防局と改称した。 
昭和３８年 ８月    中原消防署高津出張所を改築し、高津消防署に昇格した。 
昭和４０年 ９月    高津消防署向丘出張所を開設した。 
昭和４２年１１月    高津消防署野川出張所を開設した。 
昭和４５年 ２月    高津消防署宮崎出張所を開設した。 

  向丘出張所に大型救急車を配置した。 
 ５月  宮崎出張所に救急隊を配置した。 
 ８月  高津消防署菅生出張所を開設した。 

昭和４７年 ４月  政令指定都市になり、区政を施行した（５区）。 
１１月  向丘出張所に救急隊を配置した。 

昭和５０年１２月  救急隊の３部制を施行した。 
昭和５２年 ３月  向丘出張所を増築した。 
昭和５５年 ４月  高津消防署犬蔵出張所を開設した。 
昭和５７年 ７月  高津区から宮前区が分区された（７区）。 
昭和５９年 ７月  婦人消防隊委員会の発足により、第１期委員長に山田フサエが就任

した。 
１０月  宮前消防署新築工事を着工した。 

昭和６０年 ７月    宮前消防署を３課（庶務課、警防第１・２課）８係（庶務、機械、

予防、保安、警備１･２、消防１･２）５出張所（向丘、野川、宮崎、

犬蔵、菅生）で開設し、初代消防署長に田村義和が就任した。 
                    人員１３５人、消防車両１３台、救急車２台 
          向丘出張所の救急隊を宮前消防署へ配置替えした。 

   宮前消防団を設置し、初代消防団長に田邉清が就任した。 
          団員１１１人、消防車両６台（本団・宮前・向丘・野川分団） 
          宮前消防研究会を発足し、初代会長に伊藤豊が就任した（会員５３人）。 
      ８月  宮前防火協会を発足し、初代会長に井田順登が就任した（会員８５人）。 
     １２月  野川分団南野川班の小型動力ポンプが更新された。 
昭和６１年 １月  本署に西独製３０ｍ級はしご車が配置された。 
      ６月  第２期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に山田フサエが引き続き、

就任した。 
１０月  川崎富士見ライオンズクラブから予防広報車の寄贈を受けた。 

昭和６２年 ２月  川崎宮前ロータリークラブから移動式投光器の寄贈を受けた。 
４月  宮崎救急隊を野川出張所に配置替えし、野川救急隊とした。 

［宮前消防署開設］ 
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宮崎出張所の増改築工事完成、火災時等部隊出場時残留員廃止とな

り、訓令定員１３３人（２人減）とした。 
初代防火協会長の退任により、第２代会長に小島隆が就任した。 

１２月  救助工作車を配置し、消防車両等１４台、訓令定員１４３人とした。 
昭和６３年 ３月  自治体消防４０周年記念に伴い、職員の意見発表会、特別消防協力

者等（消防協力団体３団体、防火管理等協力者３人、婦人消防隊協力

者２人）の表彰式を実施した。 
宮前消防団に日本消防協会から竿頭綬が授与された。 

４月  初代消防署長の退職に伴い、第２代消防署長に川邉直行が就任した。 
６月  第３期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に小森赫子が就任した。 

１１月  宮前区小台１丁目、安藤直氏から宮前救急車の寄贈を受けた。 
１２月  犬蔵出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）、野川出張所の救急自

動車（２Ｂ型）が更新配置された。 
平成 元年 ４月  消防署所の適正配置と消防施設の整備計画により、野川出張所を宮

前区に移転・改築した。 
消防署の機構改革により、副署長が配置され、３課（予防課、警防

第１・２課）８係（庶務、予防、保安、救急、警備１･２、消防１･２）

となった。 
      ５月  宮前区野川の建設現場（野川健康センター）の土砂崩れにより、死

者５人、負傷者２人が生じた。 
平成 ２年 ２月  野川出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）が更新配置された。 

３月  本署にポンプ積載車が配置、宮前分団神木班に小型動力ポンプ付積

載車が更新配置された。 
宮前分団土橋班器具置場が改築された。 

４月  第２代消防署長の退職に伴い、第３代消防署長に山田秀久が就任し

た。 
幼年消防クラブが初山幼稚園及びゆりかご幼稚園の２園で発足した。 

６月  第４期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に本橋浦子が就任した。 
    川崎市婦人消防隊育成検討委員会委員長に本橋浦子が就任した。 

１２月  宮前分団土橋班の消防ポンプ専用積載車が更新配置された。 
平成 ３年 ｌ月  向丘出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）が更新配置された。 

２月  本署に水槽（２ｔ）付消防ポンプ自動車が配置された。 
６月  宮前救急隊及び野川救急隊に自動車電話を新配置し、運用を開始 

した。 
第１期少年消防クラブが３０人で発足した。運営委員長に三宅尤 

夫が就任した。 
１０月  向丘出張所改築のため犬蔵出張所へ一時移転した。 

宮前分団土橋班の小型動力ポンプが更新配置された。 
     １１月  宮前分団有馬班の名称が住居表示の変更に伴い、馬絹班と変更した。 
平成 ４年 ４月  第３代消防署長の異動に伴い、第４代消防署長に三木康敬が就任し

た。 
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      ６月  第５期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に与田好子が就任した。 
９月  週休二日制の試行に伴い、救急隊が３部制から２部制になり、訓令

定員を１５５人とした。 
１１月  本署の広報車が更新配置された。 
１２月  向丘出張所の改築工事が完了し、業務を開始した。 

野川分団野川班、南野川班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置さ

れた。 
平成 ５年 ３月  週休二日制が導入され、訓令定員を１５６人とした。 

４月  第４代消防署長の退職に伴い、第５代消防署長に寉田正彦が就任し

た。 
５月  初代消防団長の退団に伴い、第２代消防団長に井田耕夫が就任した。 

１２月  宮前分団馬絹班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 
平成 ６年 ４月  消防情報管理システムを導入し、運用を開始した。 

５月  防火推進モデル地区として、大塚町内会を指定した。 
６月  第６期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に甲田悦子が就任した。 
９月  本署の査察車（Ⅱ型）、宮崎出張所の防災資機材運搬車が更新配置さ

れた。 
１１月  宮崎出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 

平成 ７年 ２月  野川出張所に予備はしご車が配置換えされた。 
３月  救急救命士の配置に伴い、本署に高規格救急車が新配置された。 
４月  第５代消防署長の退職に伴い、第６代消防署長に小林一也が就任し

た。 
７月  宮前消防団発足１０周年記念消防操法大会を実施した。 

      向丘分団蔵敷班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 
 ９月  菅生出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）が更新配置された。 
１０月  宮前消防１０周年記念誌を発刊した。 
１１月  救急救命士の配置に伴い、野川出張所に高規格救急自動車が配置さ

れた。 
平成 ８年 １月  本署の査察車（Ⅰ型）が更新配置された。 

３月  本団、向丘分団蔵敷班、宮前分団馬絹班の小型動力ポンプが更新配

置された。 
４月  条例改正により、宮前消防団員の定員を１２５人（女性含む）とし

た。 
第６代消防署長の異動に伴い、第７代消防署長に渡部清が就任した。 

６月  第７期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に菅井保子が就任した。 
平成 ９年 ２月  犬蔵出張所の水槽（５ｔ）付消防ポンプ車が更新配置された。 

３月  川崎富士見ライオンズクラブから消防用調査連絡車の寄贈を受けた。 
         野川分団の対震用小型動力ポンプが更新配置された。 

４月  第７代消防署長の退職に伴い、第８代消防署長に岩井肇が就任した。 
     防火推進モデル地区として馬絹小台町内会を指定した。 
６月  潮見台みどり幼稚園が３園目の幼年消防クラブとして結成された。 
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１０月  本署の広報車（Ⅲ型）が更新配置された。 
平成１０年 ２月  本署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 
          向丘分団蔵敷班の対震用小型動力ポンプが更新された。 

  宮前消防ボランティア委員会が発足し、初代委員長に猿橋脩恵が就

任した。 
宮前消防ボランティア委員会発足に伴い、（株）タマショウ社長 高

原司氏から、へルメット３００個の寄贈を受けた。 
      ６月  第８期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に菅井保子が引き続き就任

した。 
      ７月  宮前防火協会が消防庁長官表彰を受賞した。 
     １０月  救助資器材として、ルーカス製ユニツール、救助用エアーマットが

新配置された。 
平成１１年 ４月  消防署の機構改革により、３課（予防課、警防第１・２課）、９係（庶

務、予防、指導、警備１･２、消防１･２、救急１･２）となった。 
７月  消火機材として、インパルス消火システムが配置された。 
９月  宮前消防ボランティア委員会は、宮前区を５ブロックに区分し、各

ブロックにリーダー１人、サブリーダー２人を選出し、配置した。 
平成１２年 ４月  第８代消防署長の退職に伴い、第９代消防署長に千頭和雄一が就任

した。 
  ６月  第９期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に綿藤子が就任した。 
  ９月  宮前区の人口が市内７区で、初めて２０万人を超えた。 

１０月  宮前分団馬絹班、野川分団南野川班に対震用小型動力ポンプが配置

された。 
１１月  第２代消防団長の退団に伴い、第３代消防団長に篠田茂が就任した。 

平成１３年 ２月  本署の高規格救急自動車が更新配置された。 
      ３月  犬蔵出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 
          平成１２年度原子力防災資機材等緊急整備事業に基づき、原子力防

災資機材等が配置された。 
４月  第９代消防署長の異動に伴い、第１０代消防署長に菅原滿が就任し

た。 
６月  少年消防クラブ初代運営委員長の辞任に伴い、第２代運営委員長に 

吉井勇が就任した。 
     １２月  野川出張所に配置されていた非常用はしご車を廃車した。 

野川出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 
平成１４年 ２月  野川出張所及び向丘出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更 

新配置された。 
第２代防火協会長の辞任に伴い、第３代会長に秋山義隆が就任した。 

４月  第１０代消防署長の異動に伴い、第１１代消防署長に小林道正が就 
任した。 

６月  第１０期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に宗岡純子が就任した。 
平成１５年 ３月  本署の救助工作車が更新配置された（Ⅱ型→Ⅲ型）。 
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      ４月  第１１代消防署長の退職に伴い、第１２代消防署長に原光男が就任

した。 
消防署の機構改革により、副署長と予防課長が兼務となり、警防統

括主幹が配置されると共に、３課（予防課、警防第１・２課）８係（庶

務、予防、警防１･２、調査１･２、救急１･２）１主査（危険物担当）

とされた。 
平成１６年 １月  宮崎出張所に高規格救急自動車が配置された。 
      ４月  第１２代消防署長の異動に伴い、第１３代消防署長に中島清一が就

任した。 
６月  本署の広報車が更新配置された。 
    宮前防火協会役員改選により、第４代会長に黒沢一之が就任した。 

第１１期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に芒崎八重子が就任した。 
１１月  第３代消防団長の退団に伴い、第４代消防団長に石川富美雄が就任

した。 
平成１７年 ３月  菅生出張所の救急隊発隊と併せて、庁舎の増改築工事が完成し、高

規格救急自動車が配置された。 
４月  第１３代消防署長の退職に伴い、第１４代消防署長に江口昭男が就

任した。 
本署の４０ｍ級はしご車が更新配置された。 

５月  初代消防研究会長の辞任に伴い、第２代会長に猿橋脩恵が就任した。 

   初代消防ボランティア委員長の辞任に伴い、第２代委員長に中山悦

義が就任した。 

７月  宮前消防団発足２０周年記念消防操法大会を実施した。 
宮前消防関係団体２０周年記念表彰式において、川崎市消防局長か

ら宮前消防関係３団体（宮前消防団、宮前防火協会、宮前消防研究会）

に表彰状が授与された。 
１１月  宮前消防署２０周年記念消防フェアを川崎市消防総合訓練場で開催

した。 
本署のポンプ積載車が更新配置された。 

向丘分団神木班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 

平成１８年 ６月  第１２期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に芒崎八重子が引き続き

就任した。 

          川崎市婦人消防隊育成検討委員会委員長に、芒崎八重子が就任した。 

      ８月  野川出張所の防災資機材運搬車が更新配置された。 

      ９月  宮前分団土橋班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 

１０月  救急救命士による薬剤投与の運用を開始した。 

平成１９年 １月  本署の水槽（２ｔ）付消防ポンプ自動車が更新配置された。 

      ２月  高度特別救助隊の運用開始に伴う人事異動により、訓令定員を１７２

人とした。 

      ４月  第１４代消防署長の退職に伴い、第１５代消防署長に内田謙一が就

任した。 
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          宮前消防署に高度救助隊が発足し、運用を開始した。 

６月  宮前防火協会役員改選により、第５代会長に工藤正興が就任した。 

      ７月  市内一斉でＰＡ連携の運用を開始した。 
平成２０年 １月  区内関係団体（宮前区役所、宮前警察署、宮前郵便局、宮前生活環

境事業所）の協力を得て、宮前区救命ネットワークを立ち上げ、４月

１日から運用開始することとなった。 
本署及び野川出張所の高規格救急自動車と、宮崎出張所の消防ポン

プ自動車（ＣＤ－Ｉ型）が更新配置された。 
４月  指揮情報隊の運用に伴う人事異動により、訓令定員を１８０人とした。 

新中原消防署の竣工に伴い、野川出張所の防災資機材運搬車が新中

原消防署に配置換えとなった。 
菅生出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）は、車両更新計画に  

基づき予備車運用とされたことから、小田中出張所の消防ポンプ自動

車（ＣＤ－Ⅰ型）が配置換えとなった。 
     ６月  第１３期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に丸山量子が就任した。 
     ７月  救急車の適正利用推進事業として、サポート救急の運用を開始した。 
     ９月  本署の広報車（軽ワゴン）が更新配置された。 
    １２月  野川分団野川班、南野川班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置さ

れた。 
平成２１年 ３月  本署の指揮車（普通ワゴン）が更新配置された。 
      ４月  向丘出張所の残留員の廃止により、訓令定員１７７人となった。 
          第１５代消防署長の異動に伴い、第１６代消防署長に南部浩一が就

任した。 
第４代消防団長の退団に伴い、第５代消防団長に永井輝政が就任し 

た。 
      ６月  少年消防クラブ改選に伴い、第３代運営委員長に谷島義雄が就任し

た。 
９月  本署の査察車Ⅱ（軽ワゴン）が更新配置された。 

１１月  宮前分団馬絹班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 
平成２２年 ３月  本署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）及び宮崎出張所の高規格救

急車が更新配置された。 
平成２１年１２月３日の宮前地区局所的豪雨災害を教訓として、宮

前消防署、宮前区役所、宮前道路公園センター、宮前警察署から構成

する宮前区災害対策連絡協議会が設置された。 
      ４月  第１６代消防署長の異動に伴い、第１７代消防署長に佐藤文隆が就

任した。 
          本署に特殊災害対応自動車が配置された（臨港消防署から配置換え）。 

本署に大型除染システム搭載車が配置された（総務省消防庁から貸

与）。 
      ６月  第１４期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に丸山量子が引き続き就

任した。 
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     １１月  日本ＡＰＥＣ開催に伴う特別警防体制を実施した（救急隊増隊等）。 
平成２３年 ４月  向丘出張所に市内２５隊目の救急隊が配置され、向丘救急隊の運用

に伴い、訓令定数を１８７人とした。 
      ８月  向丘分団蔵敷班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 
      ９月  菅生ヶ丘において、焼損面積が３，０００㎡を超える倉庫火災が発 

生した。 
     １１月  向丘出張所の高規格救急車が更新配置された。 
平成２４年 ３月  菅生出張所の高規格救急車が更新配置された。 

４月  第１７代消防署長の異動に伴い、第１８代消防署長に庄司茂が就任

した。 

消防団員用МＣＡ無線機及びトランシーバーが配置された（消防団

安全対策設備整備事業）。 

第５代消防団長の退団に伴い、第６代消防団長に吉田義一が就任し 

た。 

６月  第１５期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に芒崎八重子が就任した。 

    ７月  宮前防火協会役員改選により、第６代会長に杉田進が就任した。 

８月  ヘリコプターテレビ簡易受信装置が配置され、運用開始した。 

     １０月  菅生出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 

平成２５年 ２月  本団、宮前分団土橋班、向丘分団神木班、野川分団野川班の対震用 

小型動力ポンプが更新配置された。 

警防査察用オートバイが８台更新配置された。 

      ３月  犬蔵出張所の水槽付（４ｔ）ポンプ車が更新配置された。 

      ４月  第１８代消防署長の退職に伴い、第１９代消防署長に並木努が就任

した。 

      ５月  警防査察用オートバイが３台更新配置された。 

          第２代消防ボランティア委員長の辞任に伴い、第３代委員長に砂川

徹夫が就任した。 

     １１月  新市長登庁に伴い、多摩消防署の災害対応指令車（多摩指揮２）が

宮前消防署本署に配置換えになり、宮前指揮２として配置された。 

１２月  宮前分団馬絹班、向丘分団蔵敷班、野川分団南野川班の対震用小型

動力ポンプが更新配置された。 
平成２６年 ２月  野川出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 
          犬蔵出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 

   本署の高規格救急自動車が更新配置された。 
          有馬白百合幼稚園より、ＡＥＤレサシアン（成人）２体及びＡＥＤ

トレーナー２基が寄贈された。 
          警防査察用オートバイが８台更新配置された。 

３月  本署の水槽（２ｔ）付消防ポンプ自動車が更新配置された。 
          宮前区内に在住のバイク愛好家らで構成されるペガサス宮前と東日

本大震災が発生した３月１１日に災害時連携協約を締結した。 
６月  第１６期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に芒崎八重子が引き続き
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就任した。 
 ９月  警防査察用オートバイが５台更新配置された。 
１１月  区内避難所（指定された小中学校）に消火ホースキットの配置を開

始した（３年計画で初回は鷺沼小学校に配置）。 
平成２７年 ３月  宮前消防団発足３０周年式典を開催した。 

向丘出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 

４月  菅生出張所の配置人員の変更により訓令定数を１８４人とした。 

第１９代消防署長の異動に伴い、第２０代消防署長に原悟志が就任

した。 

第６代消防団長の退団に伴い、第７代消防団長に秋山明が就任した。 

野川出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 

本署のはしご車（３０m級）が更新配置された。 

６月  宮前防火協会改選により、第７代会長石田周二が就任した。 

    警防査察用オートバイが１台更新配置された。 

７月  本署の広報車が更新配置された。 

平成２８年 ３月  菅生出張所改築工事が終わり、運用を開始した。 
４月  第２０代消防署長の異動に伴い、第２１代消防署長に金子智哉が就

任した。 
本署の特殊災害対応自動車及び高度救助用資機材の更新配置等に伴

い、宮前高度救助隊を宮前特別高度救助隊として、運用を開始した。 
６月  少年消防クラブ改選に伴い、第４代運営委員長に篠崎英雄が就任し

た。 
７月  第１７期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に丸山量子が就任した。 

野川出張所の大型除染システム搭載車が犬蔵出張所に配置換えとな

った。 
本署の広報車が更新配置された。 

１１月  宮崎出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 
１２月  警防査察用オートバイが１台更新配置された。 

平成２９年 ３月  消防団員用ＭＣＡ無線機６台が追加配置された。 
 ４月  宮前ジュニアハイスクール消防隊育成指導が本格運用することとな

った。 
 ５月  宮前消防研究会改選により、第３代会長檜垣隆三が就任した。 

６月  宮前防火協会改選により、第８代会長渡邊浩志が就任した。 
 ７月  警防査察用オートバイが１台更新配置された。 

１２月  本署の救助工作車が更新配置された。 

平成３０年 １月  向丘出張所、菅生出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 

４月  第２１代消防署長の退職に伴い、第２２代消防署長に砥石勝美が就

任した。 
第７代消防団長の退団に伴い、第８代消防団長に杉田正文が就任し

た。 
      ７月  第１８期宮前地区婦人消防隊委員会委員長に岡本朋子が就任した。 
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     １１月  警防査察用オートバイが１台更新配置された。 
平成３１年 ２月  宮崎出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 
令和 元年 ５月  少年消防クラブ改選に伴い、第５代委員長に野村美千代が就任した。 

６月  宮前防火協会改選により、第９代会長石川閣が就任した。 
令和 ２年 ２月  警防部警防課の警防連絡車が宮前消防署本署に配置換えになり、宮

前指揮２として更新配置された。 
令和 ２年 ３月  宮前地区婦人消防隊委員会が解散した。 

９月  本署の査察車（スバル）が更新配置された。 
１１月  本署の高規格救急自動車が更新配置された。 

   向丘分団神木班の小型動力ポンプが更新配置された。 
令和 ３年 ２月  本署のポンプ積載車が更新配置された。 

４月  第２２代消防署長の異動に伴い、第２３代消防署長に杉山哲男が就

任した。 
１２月  野川出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 

令和 ４年 １月  本署の指揮車が更新配置された。 
      ３月  宮前分団土橋班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 

４月  消防署の機構改革により、３課（予防課、警防第１・２課）、１０係

（庶務、消防団・防災支援、予防、危険物・査察、警防１･２、調査１･

２、救急１･２）となった。 
１０月  宮崎出張所改築のため犬蔵出張所へ移転し、業務を開始した。 

令和 ５年 １月  本署の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 
      ２月  本署の査察車（スズキ）が更新配置された。 

３月  宮崎出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 
４月  第２３代消防署長の異動に伴い、第２４代消防署長に佐川勉が就任

した。 
第８代消防団長の退団に伴い、第９代消防団長に持田弘二が就任し

た。 
５月  宮前消防研究会改選により、第４代会長に石田仁彦が就任した。 

     １１月  向丘出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 
令和 ６年 ２月  野川分団野川班と南野川班の小型動力ポンプ付き積載車が更新配置

された。 
      ３月  菅生出張所の高規格救急自動車が更新配置された。 

４月  第２４代消防署長の異動に伴い、第２５代消防署長に飯田康行が就 

任した。 
５月  第３代消防ボランティア委員長の辞任に伴い、第４代委員長に斎藤 

一久が就任した。 
      ６月  宮崎出張所改築工事が終わり、運用を開始した。 
令和 ７年 ２月  宮前分団馬絹班の小型動力ポンプ付積載車が更新配置された。 
          菅生出張所の消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）が更新配置された。 

４月  第９代消防団長の退団に伴い、第１０代消防団長に井梅均が就任し 
  た。 

9



　　　　　　　　　　　　　

消　防　署　の　組　織

犬 蔵 出 張 所

予防課担当課長(消防団)

担 当 課 長
(警防統括担当)

（令和７年４月１日現在）

警防第１・２課

向 丘 出 張 所

野 川 出 張 所

宮 崎 出 張 所

副　 署 　長

宮前区役所危機管理担当課長

(兼 務)

(併 任)
消防団・防災支援係

庶    務    係署    長

菅 生 出 張 所

予    防    課

警    防    係

調    査    係

救   急    係

予    防    係

危 険 物 ・ 査 察 係
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係 担　　当　　事　　務

１　公印の保管に関すること｡

２　公文書の管理に関すること｡

３　署員の人事及び配置に関すること。

４　署員の給与等の支給に関すること。

５　署員の安全管理、福利厚生及び公務災害に関すること。

６　署員の研修管理に関すること｡

７　消防施設の保守管理に関すること。

８　物品の出納保管に関すること｡

９　消防用油脂類に関すること。

10　車両の点検及び定期点検に関すること。

11　広報及び広聴に関すること。

12　署内他の係の主管に属しないこと。

１　消防団等に関すること｡

２　消防団の機械器具等に関すること。

３　地域における防災活動の支援に関すること。

１　火災予防の実施計画に関すること。

２　防火管理に関すること。

３　防災管理に関すること。

４　建築物の消防同意等及び検査に関すること。

５　火災予防関係の申請及び届出に関すること。

６　屋外の火災予防に関すること。

７　防火協会等各種団体に関すること。

８　消防用設備等に関すること。

９　その他火災予防に関すること。

１　危険物製造所等の許可、承認及び届出に関すること。

２　危険物製造所等の完成検査前検査及び完成検査に関すること。

３　危険物製造所等の保安に関すること。

４　危険物施設等に係る立入検査及び違反処理に関すること。

５　少量危険物及び指定可燃物の届出並びにタンクの水張検査等に関すること。

６　危険物及び指定可燃物に係る災害調査に関すること。

７　危険物施設に係る消防用設備等に関すること。

８　危険物事故防止等に関すること。

９　危険物許可手数料の徴収、出納に関すること。

10　火薬類及び高圧ガスに関すること。

11　予防係に属さない外郭団体に関すること。

12　防火対象物に係る立入検査及び違反処理に関すること。

13　屋外の火災予防に関すること。

14　防火対象物の表示制度等に関すること。

危
 
険
 
物
 
・
 
査
 
察
 
係

消　防　署　の　事　務　分　掌

予 防 課

庶
　
　
　
務
　
　
　
係

防
災
支
援
係

消
 

防
 

団
・

予
　
　
　
防
　
　
　
係
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係 担　　当　　事　　務

１　災害活動に関すること｡

２　警防計画及び防災対策に関すること。

３　警防体制、災害活動の指揮に関すること。

４　消防職員及び消防団員の動員に関すること。

５　火災警報、消防信号及び消防通信に関すること。

６　消防地理及び消防水利に関すること。

７　消防隊等の運用及び訓練に関すること。

８　救助業務に関すること。

９　自衛消防隊、自衛防災組織等の訓練の指導等に関すること。

10　圧縮アセチレンガス等の消防活動阻害物質に関すること。

11　消防用機械器具に関すること。

12　機関員の技術指導に関すること。

13　消火薬剤等に関すること。

14　課内他の係の主管に属しないこと。

１　火災の調査及び災害調査に関すること。

２　指揮情報隊に関すること。

３　火災統計に関すること。

４　災害情報及び災害現場広報に関すること。

５　火災予防指導等に関すること。

６　課の安全管理に関すること。

１　救急活動に関すること。

２　救急隊の運用及び訓練に関すること。

３　メディカルコントロールに関すること。

４　救急資機材に関すること。

５　救急統計に関すること。

６　救急技術の研究に関すること。

７　市民に対する救急技術の指導及び救急知識の普及に関すること。

８　救急告示医療機関等の連絡に関すること。

９　その他救急業務に関すること。

 警防第１課・警防第２課

警
　
　
　
防
　
　
　
係

調
　
　
査
　
　
係

救
　
　
　
急
　
　
　
係
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課 担　　当　　事　　務

１　消防施設の保守管理に関すること。

２　物品の保管に関すること。

３　広報及び広聴に関すること。

４　消防用機械器具に関すること。

５　警防計画に関すること。

６　消防地理及び消防水利に関すること。

７　災害情報の収集に関すること。

８　職場研修に関すること。

９　自衛消防隊、自衛防災組織等の訓練の指導等に関すること。

10　火災の調査及び災害調査に関すること。

11　救急に関すること。

12　火災予防指導等に関すること。

13　消防法（昭和２３年法律第１８６号）、川崎市火災予防条例（昭和４８年

　川崎市条例第３６号）及び川崎市防火管理等に関する規程（平成１１年消防

　局訓令第１８号）に基づく届出等のうち、別に定めるものの処理に関する

　こと。

14　その他、消防長が定める事項に関すること。

出　張　所

警
 
防
 
第
 
１
 
課
 
・
 
警
 
防
 
第
 
２
 
課

13



合
　
　
計

消
　
防
　
監

消
防
司
令
長

消
 

防
 

司
 

令

消
防
司
令
補

消
 

防
 

士
 

長

消
防
副
士
長

消
　
防
　
士

184 1 5 20

18 1 2 4 1 8 2

（3） （3）

31 2 4 8 11 6

30 1 5 8 10 6

22 2 5 5 1 9

22 2 6 6 8

22 2 6 7 7

（2） （1） （1）

14 2 4 5 3

22 2 5 6 1 8

※　署長、副署長は予防課、担当課長（警防統括担当）は本署警防第１課の欄に計上

　しています。

消　　防　　職　　員

※　（　）内は女性職員数で、内数です。

          区 分

 署 所 別

定　　員

（令和７年４月１日現在）

予　防　課

警防第１課

警防第２課

向　丘

野　川

158

本
　
　
　
署

出
　
　
　
張
　
　
　
所

宮　崎

犬　蔵

菅　生

14



合 計 本 署 向 丘 野 川 宮 崎 犬 蔵 菅 生

7 1 1 1 1 2 1 

（1） （1）

2 1 - - - 1 - 

1 1 - - - - - 

1 1 - - - - - 

6 2 1 1 1 - 1 

（1） （1）

2 2 - - - - - 

1 1 - - - - - 

1 1 - - - - - 

1 - - - - 1 - 

2 2 - - - - - 

2 2 - - - - - 

26 14 2 2 2 4 2 

（2） （1） （1）

※（　）内は非常用車両で、内数を示す。

消　防　車　両　等　の　配　置　状　況

車　　　種

消 防 ポ ン プ 車

特 殊 災 害 対 応 車

（令和７年４月１日現在）

大型除染システム搭載車

広　　 報　 　車

査　 　察 　　車

合　　　　計

水槽付消防ポンプ車

は  し  ご  車

救 助 工 作 車

高 規 格 救 急 車

指　　揮　　車

ポ ン プ 積 載 車

15



 

 

消 防 署 ・ 出 張 所 配 置 図 
（令和７年４月１日現在） 

菅 生 出 張 所 

宮 崎 出 張 所 

向 丘 出 張 所 

野 川 出 張 所 

犬 蔵 出 張 所 

宮 前 消 防 署 

 （令和７年４月１日現在） 
面 積 １８．６０ｋ㎡ 

世 帯 数 １０７，６５９世帯 
人 口 ２３４，３５５人 

 

16



消 防 署 所 の 受 持 区 域 及 び 応 援 区 域 
（令和７年４月１日現在） 

署   所 受 持 区 域 隣接都市応援区域 

本  署 
 

宮前平２丁目２０番地４ 

宮前区のうち、神木１・

２丁目、小台１･２丁目、

土橋１･２･７丁目、  

宮崎、宮崎１～６丁目、

宮前平１～３丁目、馬絹

５・６丁目 

東名高速道路のうち、川崎インター

チェンジから東京インターチェン

ジまでの区間の上り車線及び  

川崎インターチェンジから横浜 

青葉インターチェンジまでの区間

の下り車線 
横浜北西線横浜青葉ジャンクショ

ンのうち、東名高速道路下り線分岐

から東名高速道路上り線からの 

連結路との合流までの区間 

向 丘 出 張 所 
 

平１丁目４番１７号 

宮前区のうち、平１～６

丁目、神木本町１～５ 

丁目、五所塚１・２丁目、

けやき平、南平台、  

白幡台１・２丁目 

 

野 川 出 張 所 
 

西野川２丁目７番８号 

宮前区のうち、野川台１

～３丁目、南野川１～３

丁目、野川本町１～３丁

目、西野川１～３丁目、

梶ヶ谷 

横浜市都筑区のうち、東山田町、 

東山田一～四丁目、南山田町、  

南山田一～三丁目、北山田一～七 

丁目 

宮 崎 出 張 所 
 

有馬２丁目８番１１号 

宮前区のうち、馬絹１～

４丁目、有馬１～９  

丁目、東有馬１～５丁目 

横浜市都筑区のうち、牛久保町、 

牛久保一～三丁目、牛久保西一・三

丁目、牛久保東一～三丁目、すみれ

が丘、大棚町、大棚西、中川六丁目、

中川中央一丁目、あゆみが丘 
青葉区のうち、新石川一～四丁目 

犬 蔵 出 張 所 
 

犬蔵１丁目１０番２号 

宮前区のうち、初山２ 

丁目、菅生６丁目、犬蔵

１～３丁目、土橋３～６

丁目、鷺沼１～４丁目 

横浜市青葉区のうち、元石川町、 

美しが丘西一～三丁目、美しが丘 

一～五丁目 
 

東名高速道路は、本署応援区域に同じ 

菅 生 出 張 所 
 

菅生３丁目４３番２３号 

宮前区のうち、菅生１～

５丁目、初山１丁目、 

菅生ヶ丘、水沢１～３ 

丁目、潮見台 
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区         分 小  計 第１種対象物 第２種対象物 第３種対象物

イ 劇場、映画館等 - - - - 

ロ 公会堂、集会場 - - - - 

イ キャバレー、ナイトクラブ等 - - - - 

ロ 遊技場、ダンスホール 2       2 - - 

ハ 性風俗営業店舗等 - - - - 

ニ カラオケボックス等 1       1 - - 

イ 待合料理店等 - - - - 

ロ 飲食店 60      50 - 10 

百貨店、マーケット等 126     75 - 51 

イ 旅館、ホテル等 7       6 - 1 

ロ 寄宿舎、共同住宅等 3,197   - 771 2,426 

イ 病院、診療所等 35      9 - 26 

ロ 福祉施設(入所)等 59      49 - 10 

ハ 福祉施設(通所)等 131     90 - 41 

ニ 幼稚園、特別支援学校 14      14 - - 

小、中、高等学校、大学等 28      - 27 1 

図書館、博物館 1       - 1 - 

イ 蒸気浴場、熱気浴場等 - - - - 

ロ 上記以外の公衆浴場 1       - 1 - 

車両の停車場等 2       - - 2 

神社、寺院等 18      - 8 10 

イ 工場、作業場 97      - 1 96 

ロ 映画スタジオ等 2       - - 2 

イ 自動車車庫等 11      - - 11 

ロ 飛行機格納庫等 - - - - 

倉庫 91      - 5 86 

前各号に該当しない事業場 198     - 73 125 

イ 特定防火対象物の存する複合用途 468     280 - 188 

ロ 上記以外の複合用途 449     - 91 358 

地下街 - - - - 

準地下街 - - - - 

重要文化財 - - - - 

５０ｍ以上のアーケード - - - - 

山林 - - - - 

舟車 - - - - 

4,998 576 978 3,444 

5

16の２

16の３

防　火　対　象　物　の　状　況
（令和７年３月３１日現在）

1

2

3

4

19

6

7

8

10

11

12

16

9

20

合        計

※「第１種」とは、特定防火対象物で収容人員３０人(福祉施設入所１０人)以上のもの

※「第２種」とは、非特定防火対象物で収容人員５０人以上のもの

※「第３種」とは、自動火災報知設備または消火器を設置しなければならないもの
　（第１種、第２種を除く）

13

14

15

17

18

18



届 出 数

497

20

550

44

5

116

3

5

42

145

117

415

工 事 整 備 対 象 設 備 等 着 工 届 出 書

消 防 用 設 備 等 工 事 計 画 届

消 防 用 設 備 等 設 置 届 出 書

全 体 に つ い て の 消 防 計 画 作 成 ( 変 更 ) 届 出 書

喫 煙 、 裸 火 使 用 又 は 危 険 物 品 持 込 み 承 認 申 請 書

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

改 装 工 事 等 届

電 気 設 備 設 置 届

区　　　　　分

防 火 防 災 管 理 者 選 任 ( 解 任 ) 届 出 書

統 括 防 火 防 災 管 理 者 選 任 ( 解 任 ) 届 出 書

火 を 使 用 す る 設 備 等 の 設 置 届

 各　種　届　出　状　況

消 防 ( 防 災 ) 計 画 作 成 ( 変 更 ) 届 出 書

（令和６年度）

19



防火管理対象物 防災管理対象物 消 防 計 画

対　象　数 対　象　数 届　出　数

イ 劇場、映画館等 - - - 

ロ 公会堂、集会場 - - - 

イ キャバレー、ナイトクラブ等 - - - 

ロ 遊技場、ダンスホール 3 - 3 

ハ 性風俗営業店舗等 - - - 

ニ カラオケボックス等 1 - 1 

イ 待合料理店等 - - - 

ロ 飲食店 57 - 52 

百貨店、マーケット等 109 - 82 

イ 旅館、ホテル等 6 - 6 

ロ 寄宿舎、共同住宅等 839 - 749 

イ 病院、診療所等 19 - 14 

ロ 福祉施設(入所)等 53 - 48 

ハ 福祉施設(通所)等 93 - 86 

ニ 幼稚園、特別支援学校 15 - 14 

小、中、高等学校、大学等 43 - 37 

図書館、博物館 1 - 1 

イ 蒸気浴場、熱気浴場等 - - - 

ロ 上記以外の公衆浴場 1 - 1 

車両の停車場等 - - -

神社、寺院等 9 - 9 

イ 工場、作業場 1 - 1 

ロ 映画スタジオ等 - - - 

イ 自動車車庫等 - - - 

ロ 飛行機格納庫等 - - - 

倉庫 5 - 5 

前各号に該当しない事業場 108 - 90 

イ 特定防火対象物の存する複合用途 1,151 4 995 

ロ 上記以外の複合用途 327 - 285 

地下街 - - - 

準地下街 - - - 

重要文化財 - - - 

５０ｍ以上のアーケード - - - 

山林 - - - 

舟車 - - - 

2,841         4             2,479        合　　　　計

防火・防災管理対象物及び消防計画届出状況

16の２

16の３

17

18

19

20

7

8

10

11

12

13

14

15

9

16

5

6

（令和７年３月３１日現在）

区　　　　　分

1

2

3

4

20



イ 劇場、映画館等      - -     -     -     -     -     

ロ 公会堂、集会場      - -     -     -     -     -     

イ キャバレー、ナイトクラブ等      - -     -     -     -     -     

ロ 遊技場、ダンスホール      - -     -     -     -     -     

ハ 性風俗営業店舗等      - -     -     -     -     -     

ニ カラオケボックス等      - -     -     -     -     -     

イ 待合料理店等      - -     -     -     -     -     

ロ 飲食店      2 -     -     1     -     1     

百貨店、マーケット等      2 1     -     -     3     -     

イ 旅館、ホテル等      - -     -     -     -     -     

ロ 寄宿舎、共同住宅等     31 9     10    2     4     -     

イ 病院、診療所等      1 -     -     -     -     -     

ロ 福祉施設(入所)等      6 2     1     -     -     -     

ハ 福祉施設(通所)等      - 1     1     -     2     1     

ニ 幼稚園、特別支援学校      - -     -     -     -     -     

小、中、高等学校、大学等      2 1     -     -     1     -     

図書館、博物館      - -     -     -     -     -     

イ 蒸気浴場、熱気浴場等      - -     -     -     -     -     

ロ 上記以外の公衆浴場      - -     -     -     -     -     

車両の停車場等      - -     -     -     -     -     

神社、寺院等      - -     -     -     -     -     

イ 工場、作業場      - -     -     -     -     -     

ロ 映画スタジオ等      - -     -     -     -     -     

イ 自動車車庫等      3 -     -     -     3     -     

ロ 飛行機格納庫等      - -     -     -     -     -     

倉庫      1 -     -     1     -     -     

前各号に該当しない事業場      8 -     3     1     1     -     

イ 特定防火対象物の存する複合用途      5 4     -     -     -     -     

ロ 上記以外の複合用途      - -     -     -     -     -     

地下街      - -     -     -     -     -     

準地下街      - -     -     -     -     -     

重要文化財      - -     -     -     -     -     

５０ｍ以上のアーケード      - -     -     -     -     -     

   335 -     -     -     -     -     

     - -     -     -     -     -     

   396 37    162   11    181   5     

（令和６年度）

小  計
耐 火
建築物

準耐火
建築物

不 燃
建築物

6

11

9

　　　　　　　　　　　構　造　別
　区　　別

15

7

8

専　　用　　住　　宅

工 作 物（エレベーター）

防 火
建築物

木 造
建築物

18

1

2

3

4

5

16の３

17

14

16

合　　　　計

用 途 別 ・ 構 造 別 建 築 同 意 事 務 処 理 状 況

10

12

13

16の２
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　　　署 所 別

　施 設 別

一 般 取 扱 所 7 - - - - 6 1 

営業用給油取扱所 18 3 3 3 3 4 2 

屋 内 貯 蔵 所 16 4 3 3 - 2 4 

屋内タンク貯蔵所 4 - - 1 - 3 - 

地下タンク貯蔵所 19 3 2 4 - 4 6 

移動タンク貯蔵所 12 - - 12 - - - 

屋 外 貯 蔵 所 - - - - - - - 

自家用給油取扱所 7 1 - 2 - 2 2 

一 般 取 扱 所 10 1 1 1 - 2 5 

93 12 9 26 3 23 20 

　　 署 所 別
 施 設 別

少量危険物施設 221 44 23 33 40 23 58 

（令和７年３月３１日現在）

（令和７年３月３１日現在）

危 険 物 保 安 監 督 者 選 任 状 況

合　　　計

予
防
規
程
該
当

そ
 
の
 
他
 
の
 
施
 
設

本 署 向 丘 野 川 宮 崎 犬 蔵 菅 生合 計

危　険　物　許　可　施　設　状　況

（令和７年３月３１日現在）

少 量 危 険 物 施 設 状 況

本 署 向 丘 野 川 宮 崎 犬 蔵 菅 生合 計

選　任　者　数 事　業　所　数 施　設　数

178 43 49
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焼損面積 損  害  額

小計 建 物 車 両 船 舶 その他 (㎡) (千円)

52

(18)

0

(0)

125

(0)

-

(0)

0

(0)

91

(1)

1

(0)

13

(3)

0

(0)

33

(5)

30

(1)

257

(0)

602

(28)

4,215

(1200)

14.3

(2.3)

-     

※　焼損面積については建物のみで、上段は床面積、下段は表面積です。

-   

0

1   

0.0

-   

-   

-   

72    

月 別 火 災 状 況

(令和６年中）

-   

-   

-   

-   1     

2     

-         -     

1     

14,995    1     1     

11

1     

3

14    398 282 21  94  

53

348,194   

宮前区合計 38 4 11

192       

川　崎　市

54,430

-   1   １１月

2     

30        -     

2     

645       -     1     

3         -     

-     

-     

11,355    -     1     

37        -     

-     

5,384     -     

21,691    1     -

6

8         -     

-   

1   

6   1   

2

2

90        

1   1   

-   1   5   

3   

-   

-   

-   

5   1   -   

4   -   -   -   

7

８月 1   

2   -   

8

5   

１０月

７月

4

４月

3   

1   

１２月

6

3

５月

６月

９月

4

２月

-   

2 1   -   

３月

１月 2   

5

4

11.7

2   

火　災　件　数

-   2   

-   1   

1   1   

1   

負 傷 者死  者

比率 (％） 13.3 15.6 21.4 15.313.5 19.0
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署所名 町　　　名 件 数 町　　　名 件 数 町　　　名 件 数 小 計

神 木 １ 丁 目 - 宮　　　　　崎 - 宮 前 平 １ 丁 目 - 

神 木 ２ 丁 目 - 宮 崎 １ 丁 目 - 宮 前 平 ２ 丁 目 3 

小 台 １ 丁 目 3 宮 崎 ２ 丁 目 - 宮 前 平 ３ 丁 目 1 

小 台 ２ 丁 目 - 宮 崎 ３ 丁 目 2 馬 絹 ５ 丁 目 - 

土 橋 １ 丁 目 - 宮 崎 ４ 丁 目 - 馬 絹 ６ 丁 目 - 

土 橋 ２ 丁 目 - 宮 崎 ５ 丁 目 - 

土 橋 ７ 丁 目 - 宮 崎 ６ 丁 目 1 

平　１　丁　目 - 神木本町１丁目 - 五 所 塚 ２ 丁 目 - 

平　２　丁　目 - 神木本町２丁目 1 け　や　き　平 - 

平　３　丁　目 2 神木本町３丁目 - 南　　平　　台 1 

平　４　丁　目 1 神木本町４丁目 1 白 幡 台 １ 丁 目 - 

平　５　丁　目 - 神木本町５丁目 2 白 幡 台 ２ 丁 目 - 

平　６　丁　目 1 五 所 塚 １ 丁 目 1    

野 川 台 １ 丁 目 - 南 野 川 ３ 丁 目 - 西 野 川 ２ 丁 目 2 

野 川 台 ２ 丁 目 - 野川本町１丁目 1 西 野 川 ３ 丁 目 - 

野 川 台 ３ 丁 目 - 野川本町２丁目 - 梶　　ケ　　谷 1 

南 野 川 １ 丁 目 - 野川本町３丁目 - 

南 野 川 ２ 丁 目 3 西 野 川 １ 丁 目 - 

馬 絹 １ 丁 目 - 有 馬 ３ 丁 目 - 有 馬 ９ 丁 目 2 

馬 絹 ２ 丁 目 - 有 馬 ４ 丁 目 - 東 有 馬 １ 丁 目 - 

馬 絹 ３ 丁 目 - 有 馬 ５ 丁 目 - 東 有 馬 ２ 丁 目 - 

馬 絹 ４ 丁 目 1 有 馬 ６ 丁 目 - 東 有 馬 ３ 丁 目 - 

有 馬 １ 丁 目 1 有 馬 ７ 丁 目 - 東 有 馬 ４ 丁 目 - 

有 馬 ２ 丁 目 1 有 馬 ８ 丁 目 - 東 有 馬 ５ 丁 目 1 

初 山 ２ 丁 目 2 土 橋 ３ 丁 目 - 鷺 沼 ２ 丁 目 1 

菅 生 ６ 丁 目 3 土 橋 ４ 丁 目 - 鷺 沼 ３ 丁 目 - 

犬 蔵 １ 丁 目 1 土 橋 ５ 丁 目 1 鷺 沼 ４ 丁 目 2 

犬 蔵 ２ 丁 目 3 土 橋 ６ 丁 目 - 

犬 蔵 ３ 丁 目 1 鷺 沼 １ 丁 目 2 

菅 生 １ 丁 目 1 菅 生 ５ 丁 目 - 水 沢 ２ 丁 目 - 

菅 生 ２ 丁 目 - 初 山 １ 丁 目 - 水 沢 ３ 丁 目 - 

菅 生 ３ 丁 目 - 菅　生　ヶ　丘 1 潮　　見　　台 1 

菅 生 ４ 丁 目 - 水 沢 １ 丁 目 1 

53

7

6

16

署 所 ・ 町 名 別 火 災 件 数

（令和６年中）

4

10

10

合　　　計

本
　
　
　
　
　
署

向
　
　
　
　
丘

野
　
　
　
　
川

宮
　
　
　
　
崎

犬
　
　
　
　
蔵

菅
　
　
　
生
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火　災　種　別　件　数

（令和６年中）

出　火　原　因　別　件　数

（令和６年中）

4

6

7

1

9

4

0

5

8

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

たばこ こんろ 電気機器 電気装置 電灯・電話

等の配線

配線器具 取灰 放火 その他

（件）

合計
５３件

その他

１１件

車両４件
建物

３８件
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所在地 用 途 死者 負傷者

1月16日
神木本町
４丁目

住宅

　木造平屋建、建築面積５２平方メートルの住宅１棟全焼
  類焼６棟

①住宅のうち、網戸２枚若干焼損並びに１階西側及び２階西側の
  網戸若干溶融。
②住宅のうち、雨どい、ブロック架台アルミフェンス及び植栽２
  本焼損。
③住宅のうち、外壁２平方メートル、網戸１枚及び雨どい焼損。
④住宅のうち、外壁８平方メートル、窓ガラス１枚及びエアコン
  屋外配管焼損並びに換気口１箇所すすけ。
⑤住宅のうち、外壁３平方メートル、屋根、雨どい、窓ガラス６
  枚、網戸２枚及び屋外付帯設備焼損、居室内収容物水損、ウッ
  ドデッキ若干、雨どい２箇所、敷地内の植木鉢、花壇等破損。
⑥住宅のうち、窓ガラス２枚、網戸２枚及び雨どい焼損。

0 2

3月6日
鷺沼

４丁目
住宅

　木造２階建、建築面積９６平方メートル、延べ面積１２５平方
 メートルの住宅１棟全焼　類焼２棟

①防火造２階建、建築面積６５平方メートル、延べ面積１１８
　平方メートルの住宅のうち、雨どい若干溶融。隣接敷地内の
　コンクリート製階段及びブロック架台アルミ製フェンス各々
　破損並びにエアーコンディショナー屋外配管汚損
②防火造２階建、敷地内のコンクリート製階段及びブロック架
　台アルミ製フェンス各々破損並びにエアーコンディショナー
　屋外配管汚損

1 1

6月16日
菅生

６丁目
住宅

　木造２階建、建築面積８２．３平方メートル、延べ面積
　１３９．７平方メートルの住宅のうち、６６平方メートル
　焼損及び５１平方メートル水損　類焼１棟

　木造２階建、建築面積５０平方メートル、延べ面積７６平方
　メートルの住宅のうち、雨どい若干溶融

0 1

令　和　６　年　中　の　主　な　火　災

月　日
現　　場

焼　損　程　度
死傷者
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10月22日 菅生ケ丘 倉庫

　木造平屋建、建築面積９．７２平方メートルの物置１棟全焼、
　類焼２棟、敷地内のマイコンメーター１基、立ち木、合成樹
　脂製フェンス及び隣接敷地内の立ち木各々焼損　類焼２棟

①木造２階建、建築面積１６０平方メートル、延べ面積
　１９２平方メートルの住宅の外壁５平方メートル焼損、台所
　内天井及び収容物若干水損、吊戸棚汚損。
②木造２階建、建築面積５２平方メートル、延べ面積７９平方
　メートルの住宅のうち、波板屋根及び雨どい若干溶融

0 1

10月29日
有馬

１丁目
共同
住宅

　耐火造５階建、建築面積４５９平方メートル、延べ面積
　１，７４２平方メートルの共同住宅のうち、２０８号室（占
　有面積約１６平方メートル）約１３平方メートル及び収容物
　焼損並びに外壁約２平方メートルすすけ、共有廊下汚損

0 1

11月24日
犬蔵

２丁目
共同
住宅

　耐火造地下１階地上５階建、建築面積１，５０３．５３平方
　メートル、延べ面積７，２５５．７８平方メートルの共同住
　宅のうち、２０３号室（占有面積７３．９３平方メートル）
　内の居室約２０平方メートル及び廊下壁面約１平方メートル
　焼損並びに外壁約１平方メートルすすけ２０３号室玄関ドア、
　窓ガラス２枚、パーテーション２枚各々破損
　
　１０３号室若干水損、２階共有廊下汚損

1 1

12月28日
西野川
２丁目

住宅

　木造２階建、建築面積５４平方メートル、延べ面積１０７平方
　メートルの住宅１棟全焼　類焼５棟

①木造２階建住宅、建築面積４１平方メートル、延べ面積７８
　平方メートルのうち、雨どい若干焼損
②木造２階建住宅、建築面積３８平方メートル、延べ面積７５
　平方メートルのうち、外壁のエアコン配管化粧カバー若干焼
　損、外壁雨どい、レンジフードが若干破損、２階ガステーブ
　ル及び換気扇水損
③木造２階建住宅、建築面積２８平方メートル、延べ面積５１
　平方メートルのうち、屋外配管若干焼損及び屋外柱部分若干
　破損
④木造２階建住宅、建築面積４１平方メートル、延べ面積７８
　平方メートルのうち、約２０平方メートル及び収容物焼損
⑤木造２階建住宅１棟全焼

1 0

※　死傷者が発生した火災及び社会的影響があった火災を掲載しています。
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令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

33 50 40 36 53 

26 30 29 20 38 

4 2 3 5 4 

3 18 8 11 11 

505 358 261 158 629 

36,405 21,469 7,706 22,524 54,430 

27 35 31 21 57 

- 3 - - 3 

21 14 10 7 11 

40 37 49 38 51 

77 95 91 79 117 

3 11 3 3 5 

11 7 9 5 6 

6 11 6 5 4 

6 10 11 15 21 

- 2 - - 1 

7 9 11 8 16 

り 災 人 員

出
 

火
 

原
 

因
 

別

放　火

こ ん ろ

火 遊 び

た ば こ

そ の 他

電気関係

焼損面積（㎡）

損害額（千円）

焼 損 棟 数

死　　　者

負　傷　者

り 災 世 帯

過 去 ５ 年 間 の 火 災 発 生 状 況

火 災 件 数

区
　
分

建　　物

車　　両

そ の 他
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2 - 2 - 1 1 - - 1 - 1 - 4 3 1 - - - - - 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 - - 

2 0 2 0 1 1 0 0 1 0 1 0 4 3 1 0 2 2 0 0

過去５年間のガス事故発生状況

年 別 令 和 ６ 年令 和 ２ 年 令 和 ３ 年 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年

 
区
分

 
 
　
　
　
種
別

漏
　
　
　
洩

中
　
　
　
毒

爆
　
　
　
発

火
　
　
　
災

合
　
　
　
計
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出場件数 52 9 9 6 6 18 4 

出場隊数 304 43 64 41 34 98 24 

出場人員 1,089 117 285 108 121 355 103 

放水隊数 70 2 29 8 4 14 13 

出場件数 36 10 3 5 6 7 5 

出場隊数 154 43 12 20 28 32 19 

出場人員 688 169 44 76 103 223 73 

出場件数 141 40 11 21 32 25 12 

出場隊数 182 47 15 22 45 33 20 

出場人員 691 188 61 88 150 127 77 

出場件数 160 28 32 26 44 17 13 

出場隊数 795 135 155 131 224 88 62 

出場人員 2,870 488 547 465 756 397 217 

出場件数 438 103 73 93 81 13 75 

出場隊数 931 211 170 190 177 22 161 

出場人員 3,262 751 591 670 625 88 537 

出場件数 827 190 128 151 169 80 109 

出場隊数 2,366 479 416 404 508 273 286 

出場人員 8,600 1,713 1,528 1,407 1,755 1,190 1,007 

放水隊数 70 2 29 8 4 14 13 

火
　
　
　
災

合
　
　
　
計

そ
　
の
　
他

救
　
　
助

偵
　
　
察

警
　
　
戒

本

生崎 蔵種別及び項目 川計 署 丘

※　指令による出場件数です。
※　その他には、管外応援・ＰＡ連携・風水害・調査、火災及び救助出場の誤報並びに
　虚報を含みます。

署 所 別 管 内 消 防 隊 災 害 出 場 状 況

（令和６年中）

菅向 野 宮 犬  署 所 別 合
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      年　別

 種　別

急　　病 7,377 7,836 10,014 10,232 10,116 

交 通 事 故 581 577 664 633 660 

一 般 負 傷 1,834 1,812 2,019 2,222 2,314 

火　　災 40 34 29 34 38 

自 然 災 害 - 1 - - 

水 難 事 故 - 2 1 - 

加　　害 42 46 23 45 44 

自 損 行 為 79 87 104 103 110 

労 働 災 害 64 47 63 47 64 

運 動 競 技 12 17 19 22 28 

転 院 搬 送 447 489 541 538 493 

医 師 搬 送 2 - - - 

資 器 材 搬 送 - 2 - - 

そ　の　他 366 256 297 268 311 

合　　計 10,844 11,206 13,774 14,144 14,178

※指令による宮前署救急隊の出場件数です。

過 去 ５ 年 間 の 救 急 出 場 件 数

令 和 ２ 年 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 令 和 ６ 年令 和 ３ 年
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※消防団員の定数は１３７名で、現員は１１０名となっています。

※（　）内は女性団員数で内数を示します。

※下線付きは女性団員を示します。

内田　幸一
井上　秀一
中嶋　文明

加藤　浩照 白井　剛雄

髙木　優一

猿橋　直樹

≪野川班≫

≪南野川班≫
副 分 団 長 部　　長 班　　長

団　　員
２２名（０）杉田　俊浩 田中　国広

石田　仁彦
原　重一
杉田　徹

小嶋　人資
平澤　洋介

副 分 団 長

田村　亮

≪神木班≫

≪蔵敷班≫

庭野　稔
鮫島　清高

松見　繁樹

団　　員

分　団　長
塚田　正俊

山崎　浩司

団　　員
７名（１）

副 分 団 長
柴原　彰二

部　　長
安藤　将志

小泉　圭一郎

井梅　均 小川 富久
𠮷田 浩之

≪馬絹班≫

≪土橋班≫
班　　長

部　　長

１１名（２）

副 分 団 長 部　　長 班　　長 団　　員

３名(２)筒井　正彦 持田　容伸

横山　和夫 小泉　直樹

班　　長

山根　猛 村田　哲也 佐藤　貴樹
分　団　長
猿渡　光生

部　　長 班　　長

川野　敦人

団　　員
永井　博樹 永井　豊 石渡 由芳子 関口　俊明 ７名（２）

篠田　富夫 持田　誠 持田　雅也
分　団　長

団　　員
尾幡　和之 持田　仁 南部 聡一郎 小泉　健次 ９名（３）

大規模災害団員（後方支援活動）・広報活動団員

副 分 団 長 部　　長 班　　長

鮫島　均

青木　菊雄

〔宮前分団〕３０名
◆　分 団

杉田　裕

池沼 雅弘

◆　本 団

消 防 部 長

広 報 部 長

◆　機 能 別 団 員

〔向丘分団〕４５名

〔野川分団〕２９名

副 分 団 長

宮　前　消　防　団　の　組　織
（令和７年４月１日現在）

団　　長 副 団 長

庶 務 部 長

１名（１）

警 護 部 長
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本団・
分団別

班    別
小型動力
ポンプ付
積載車

小型動力
ポンプ

備　考

1 本署保管

馬 絹 班 1 1 （５４号）

土 橋 班 1 1 （２０号）

蔵 敷 班 1 1 （４５号）

神 木 班 1 1 （２１号）

野 川 班 1 1 （４４号）

南野川班 1 1 （５５号）

6 1 6

分 団 名 班　名

馬 絹 班

土 橋 班

神 木 班

蔵 敷 班

野 川 班

南野川班

（令和７年４月１日現在）

器 具 置 場 所 在 地 受　　持　　区　　域

宮前区のうち、馬絹１～６丁
目、小台１・２丁目有馬１～９
丁目、土橋１～７丁目、宮崎、
宮崎１～６丁目、宮前平１～３
丁目、鷺沼１～４丁目

宮前区のうち、向ヶ丘の一部
（宮前区の区域に属する区域に
限る。）、けやき平、南平台、
白幡台１・２丁目、神木１・２
丁目、神木本町１～５丁目、平
１～６丁目、菅生ケ丘、水沢１
～３丁目、潮見台、初山１・２
丁目、菅生１～６丁目、犬蔵１
～３丁目、五所塚１・２丁目

馬絹１丁目３０番１２号

野川本町１丁目５番３１号

菅生３丁目１６番１号

平１丁目１０番２５号

土橋６丁目２番地２９

南野川１丁目３番１号

合　　　　計

宮前分団

向丘分団

宮前区のうち、野川本町１～３
丁目、西野川１～３丁目、野川
台１～３丁目、南野川１～３丁
目、梶ヶ谷、東有馬１～５丁目

分　団　の　受　持　区　域　等

野川分団

消 防 団 の 車 両 等 の 配 置 状 況

耐震用小型
動力ポンプ
(台車付)

（令和７年４月１日現在）

本　　　　　団

宮前分団

向丘分団

野川分団
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野川分団野川班 

宮 前 消 防 団 配 置 図 

（令和７年４月１日現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向丘分団蔵敷班 向丘分団神木班 

宮前分団土橋班 

野川分団南野川班 宮前分団馬絹班 
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（令和７年４月１日現在）

 

宮前区救急告示・救命救急センター医療機関

消　　防　　協　　力　　団　　体

ク ラ ブ 員　１６名

ク ラ ブ 員 １８２名

ク ラ ブ 員 １９８名

病　医　院　名

聖マリアンナ

医科大学病院

救命救急センター

（令和７年４月１日現在）

会 員３３事業所

診　療　科　目

全　　　科

所 在 地 ・ 電 話 番 号

宮前区菅生２－１６－１

（９７７－８１１１）

※令和７年４月１日現在、宮前区には救急告示医療機関はありません。

団　　　　体　　　　名 会　　員　　数　　等

ク ラ ブ 員 ２５０名

宮　　前　　防　　火　　協　　会

宮　 前 　消 　防 　研　 究　 会

宮 前 消 防 ボ ラ ン テ ィ ア 委 員 会

宮 前 地 区 少 年 消 防 ク ラ ブ

初 山 幼 稚 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

ゆ り か ご 幼 稚 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

潮見台みどり幼稚園幼年消防クラブ

会 員 １８２団体・事業所

会 員２７名
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足止め火を止め 

準備よし 
《２０２５年度全国統一防火標語》 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 犬 蔵 出 張 所  

郵便番号：２１６－００１１ 

所 在 地：川崎市宮前区犬蔵１丁目１０番２号 

電話・ＦＡＸ：０４４－９７６－０１１９  【メール】84inuku@city.kawasaki.jp 

 菅 生 出 張 所  

郵便番号：２１６－００１５ 

所 在 地：川崎市宮前区菅生３丁目４３番２３号 

電話・ＦＡＸ：０４４－９７７－０１１９  【メール】84sugao@city.kawasaki.jp 

 宮 崎 出 張 所  

郵便番号：２１６－０００３ 
所 在 地：川崎市宮前区有馬２丁目８番１１号 
電話・ＦＡＸ：０４４－８５５－０１１９  【メール】84miyaza@city.kawasaki.jp 

 野 川 出 張 所  

郵便番号：２１６－０００１ 
所 在 地：川崎市宮前区西野川２丁目７番８号 
電話・ＦＡＸ：０４４－７５５－０１１９  【メール】84nogawa@city.kawasaki.jp 

 宮 前 消 防 署  

郵便番号：２１６－０００６ 
所 在 地：川崎市宮前区宮前平２丁目２０番地４ 

電話番号：０４４－８５２－０１１９  ＦＡＸ：０４４－８６２－２７９５ 
【メール】84miyo@city.kawasaki.jp 
【メール】84mi1k@city.kawasaki.jp 
【メール】84mi2k@city.kawasaki.jp 

 向 丘 出 張 所  

郵便番号：２１６－００２２ 

所 在 地：川崎市宮前区平１丁目４番１７号 

電話・ＦＡＸ：０４４－８８８－０１１９  【メール】84mukai@city.kawasaki.jp 
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